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 地域の特産品を生かし、献立メニューの開発をおこなった。津山市の地元気スーパー株

式会社マルイとの共同弁当を８年前から食物学科が実施しているが、引き続き栄養学科で

マルイ共同弁当を実施することになった。２０２０年秋発売弁当と２０２１年春発売弁当

を作成し販売を行った。 

 

要旨 

 ２０２０年からの栄養学科の発売弁当は、健康を維持し元気になるお弁当を目標に、２

０２０年秋発売弁当のテーマは「心と体を温めて、免疫力をあげ心身を元気にしよう」を

テーマに、身体のあたたまるレシピを津山産のしょうがや根菜を使用し、栄養学科２年生

の有志が集まり、お弁当メニューを作成した。 

 ２０２１年春発売のお弁当は栄養学科の健康を維持し、元気になるお弁当を目標に、２

０２１年春発売のお弁当は「たんぱく質と５種類の緑黄色野菜をしっかりとって、免疫力

をアップしコロナなどの感染症に負けない元気な身体を作ろう」をテーマに地元食材の魚

のさごし、大豆ミート、鶏むね肉などを使用し、緑黄色野菜を使用したお弁当を目標に、

１年生の有志で作成した。 

はじめに 

 １、マルイと美作大学・美作大学短期大学部との共同開発弁当の契約。 

２、1 から 16 弾までの美作大学食物学科との開発 

３、17 弾.18 弾の美作大学短期大学部との共同弁当開発 

４、弁当のテーマについて 

５、献立の検討。地元食材を使用した献立。 

６、ポップ・シール等の検討 

７、販売開始 

８、その他 

第 17 弾弁当コンセプト 

 「寒さに負けない体づくり」・・・カラダ想いやり Bento 

 『寒さに負けない体づくり』をテーマに、身体を温めるのに効果的な食材を使用した。

これから寒くなり体が冷えやすい時期、身体を内から温めたい方に嬉しいお弁当にする。 

メニュー ご飯３種(大根葉ご飯 十五穀ご飯 梅ご飯 鯖の黄金焼き レンコンのはさみ

揚げ きのこのマリネ 人参とネギのきんぴら 

〇ごはん・・・玄米こころを使用。(津山市で収穫された玄米で、コシヒカリと比べビタミ

ン E が 20 倍、食物繊維が 5 倍ふくまれている。 



〇鯖の黄金焼き・・・近海産のさばに、発酵食品の白みそ・人参ペースト、マヨネーズを

あわせたソースをかけて焼き上げた。 

〇レンコンのはさみ揚げ・・特産品の岡山県産れんこん、津山産のしょうがを意識し、鶏

ひき肉ときざんだレンコンと体を温めるしょうがを入れてメニューを考えた。 

〇冬野菜の人参と白ねぎをきんぴらにし、きのこを豊富に使用したマリネを添えた。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



18 弾弁当コンセプト 

「たんぱく質と野菜をしっかりとろう」・・・５種類の緑黄色野菜弁当 

５種類の緑黄色野菜弁当～たんぱく質がとれてヘルシー～ 

メニュー：「梅ソースかけ鶏カツ」「甘辛さごし」「竹の子とピーマンのおかか和え」「ブロッ

コリーとアスパラのゴマ和え」「かにかま入りかぼちゃサラダ」「大豆ミートトマトソースか

け」「ご飯 2 種(のりのっけご飯、紫黒米ご飯)」 

○ノリのっけごはん・・ごはんは「こころ」の入ったご飯。 

○黒米ごはん・・・うす赤色になりきれいで、地元津山の玄米を使用した。 

○さごし(さわら)を甘辛く味付けして、食べやすくした。 

○鶏肉の胸肉に近隣でとれる梅を意識して梅ソースをさっぱりとかけた。 

○春が旬のたけのこと津山産のジャンボピーマンを意識しておかか味の炒め物にした。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



●マルイ販売キャンペーンの実施 

 

(17 弾弁当)                                 （18 弾弁当） 

３．結果及び考察 

  第１７弾「からだ思いやり弁当」・・・6106 個 

  第１８弾「５種類の緑黄色弁当」・・・14026 個(2021.7.12 現在) 

  アンケートをはがきで実施した。 

  第１７弾 50 枚 

  第１８弾 100 枚 

  ポップ・シール案を学生が提案し、 

マルイと共同で作成する。 

  次回の共同開発弁当第１９弾は 

2021 年９月１９日発売予定。 

  アンケートを実施、まとめを報告する。 

  キャンペーンに参加した学生からは、 

  購入していたいた方に、「頑張って 

  お弁当開発してください」 

  「今回もおいしそう」など励ましの 

  言葉が嬉しかった。などの声があった。 

 

 


